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　　　　　　　　　　問題

「コ フカ リン グ （Koffka， 1935）様パ タ
ー

ン 」 に関し

て 、 われ われ は、検査領域 （TF ）の 形態（接合部比 ）

や分割の 有無が 、 TFの
“
色 ある い は明る さ の 見え

”

に与 え る 影響 を検討 し て き た （色学誌，1992，16，49−

50；　1993，17，101−102；　1994，
18

，
118−119；　1995 ，

19，120−

121； 1997，21，54−55； Color97，1，278−281）。そ の 結

果、TFの 接合部 比の 増大 に伴 っ て色 ある い は明る

さ の対比量が減 少 し、 また 、 分割によ っ て 対比量

の変化の程度が減少する こ とが見出された 。 これ

らの傾向は、感覚的な 「色ある い は明る さ の 対比」

に対 して 、刺激図形 の 形態的な効果が及ぼされて

い る こ とを示唆 して い る。

　 とこ ろ で 、「コ フ カ リン グ様パ ターン ］ と類似

し た 「傾斜配置縞パ タ
ー

ン 」 で は、TFと誘導領域

（IF）の 「縞の 幅の 変化」 によ っ て 、
“
同化

”
と

“
対

比
”

が 、 移行的 に生起す る こ とが 報告されて い る

（Helson，
1963；Leeuwenberg，1982）。さ らに、わ れ

われの研 究で は、TFに比 べ て IFが きわ め て 小さい

場合にTFの
“
同化

”
が生 じ、そ れ 以外 の多くの場

合 には TFの
“
対比

”
が生 じる こ とが見出されて い

る （色学誌，1996，20，16− 17； 1998，22，72−73）。 それ

ゆえ、典型的な 「コ フカ リン グ」 （図 1−「9／63」）に
お い て も、IFに対する TFの 面積が大き く変化すれ

ば、TFの 見え に、
“

対 比
”

か ら
“

同化
”

へ の変化

が生起する の で はないか と考え られ る。そ こで 、

本研究で は、灰色 の TF （円環） の 幅 を増加 させ、

「TF＜IF」 か ら 「TF＞ IF」 へ と変化 させ た場合に、

TFの 見えが どの よ うな様相を呈する か を 調べ て み

た。

　本研 究で は、ブ ッ ク レ ッ ト法を用 い 、集団的な

調査的実験を行っ た e 配付 した ブ ッ ク レ ッ トによ

り刺激パ ター
ン を呈示 して 、 観察者に評定を行わ

せ 、 IFの 黒 ・自の 両 部位 に跨 っ て い るTFの 、
「明

る さ の 対比 ・同化」 の 量推定値 を求め た。さ らに、

観察者の 経験 （知識）に よ っ て 、両現象の 生起の仕

方が変化す るか否か に つ いて も検討 した。

　　　　　　　　　　方法

被験者 ∫ 大学生 18名。発表者の
一

人が行 っ た 「知

覚心理 学」 をテ
ー

マ とした講義 （名古屋市立 大学〉

の 受講生で あっ た 。

莉1激 ∫ 刺 激図形 として は、図 1 に示 されて い る

ような 「コ フカ リン グ ・パ ター
ン」 を使用 した 。

IF（63× 63mm）は 、 左
一
黒 ・右

一
日で あ り、 灰色の

TF （円環）との 幅 （中央部で の TF ／IFの 長さ［mm ］）を

9／63，19／63， 29／63， 39／63，49／63，59／63の 6条
件に設定 した。また、IFの 黒 ・白の 境界に沿 っ て

黒線で TFを
“
分割す る

”
場合 と

“
分割 しない

”
場

合の 2条件 を加 えた。 これ らは、 1枚 の イ ン クジェ

ッ ト専用 紙 （A4 ＞に ま とめて 、カ ラ
ー ・プリン タ

（EPSON 　MJ −910C ）によ っ て 印刷 され た。

　各刺激領域の 反射 率 （R）は 、 それぞれ灰 色の TFと

図 1 本研 究で 用い たコ フカリン グ・パ タ
ー

ン

　　59／63
　　　　　（下F／1F）
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下 方の 比 較領域 （CF ）： R＝．58 ；黒 の IF：R＝．03；白の

IF：R＝ ．80；灰 色 の 背景（BG ）：R＝．40であっ た。

手続 き ： 前記の 授業の 中で 、上 記の 刺激 図形 の

観察 を、まず 「色お よ び 明 る さ の 同化 ・対比 」 に

関する説明な しに実施 した （知識なし）。その 後、

「色および明 るさの 同化
・
対比」 に 関して 説明 を

行い、さ らに、われ われの これ まで の研 究結果 （同

化か ら対比 へ の変化） に つ い て も紹 介 した 。 そ し

て 、こ の 授業内容 の説明が終わ っ た後に、再び同

様の 観察を繰り返した （知識あり〉。

　各観察者には、刺激図形を通常の 読書観察距離

（30〜 40cm）で 机上 に置か せ た 。そ して 、白の IF

の 明るさ を 「100」、黒 の IFの 明る さを 「− 100」 と

し 、 IFの 下 に呈 示 され て い る CFの明 る さを 「OJ

と した場合に、左右の （異なる明るさの IFで 囲まれ

て い る＞TFの 「見 えの 明る さ 1 を 量推 定さ せ 、そ

れぞれの推定値 を記入票 に記入させ た 。観察は、

授業 中に行われ たが 、授業を行っ た教室 では、観

察 中に も照明 （白色蛍 光灯 〉を点 灯 し 、 教室 （東側

に窓）の 中央の照度 は、およそ 10001xで あ っ た。

データ翅理 ∫ 同
一

パ ター
ンで の 左右の TFに対す

る明 るさの 量推定値の差 （黒の 推定値
一白の 推 定

値）を 「明 るさ錯視量 （十 ：対比 ；
一

；同化）」 と し

た。

　　　　　　　　　　結果

　図 2 には、TFの 幅の 増大に伴う明 る さ錯視量 （観

察者 18名の 平均値）の 変化が示 され て い る 。まず、

錯視量を従属変数と し、観察経験（知識あり・なし）

X 分割効果 （分割線あり・なし）× TFの 幅（6種類）の

3要 因の 分散分析 を行 っ た。そ の 結果、「分割効

果」 に主 効果 （F“，17）
＝4，95，pぐ05）が 、「観察経験」

と 「TFの 幅」 との 交互 作用 （F （s，sm
＝ 7．98，　p く．001）が、

そ れぞれ有意とな っ た。さ らに 、交互作用 に つ い

て 、以下 の下位検定を行っ た。
『知識な し 』 「TFの幅」 （F（s，JTO ）

＝3．14
，
　p〈．Ol）

『知識あ り』 「TFの幅」 （F〔5、i7e）
”21．55，　pく，001）

　た だ し、多重比 較に よる と、『知識な し』よりも『知識 あ

　 り』にお い て 、水準 間 に より多く有意差が認 め られた 。

『 9／63： 19／63； 29／53』 「観察経験」

　　　　　（F
〔1，102）二 21．55；13．94，pく，001 ；2．94　p〈．1）

『39／63；　49／63；　59／63』　（n ．s．）

　　　　　　　　　　考察

　上記 の結果か ら、「コ フ カ リン グ ・パ ターン 」

にお ける 「TFの 幅」 の 増加 に伴 う見か けの 明 る さ

の 変化に つ い て は、「TFの 巾副 の 増加 に伴 っ て 明

る さ対比量が減少 して お り、 明る さ の 対比に及ぼ

す TF と IFの 面 積 比 に 関 す る 従 来 の 研 究結 果

（Diamond，1955；Hanari，　et　al．，1998）と類似する傾

向が うか がわ れ る。こ の ような効果は、 「分割の

有無」 や 、「同化 ・対比 に関す る知識 の 有無」 に

か か わ らず生 じてお り、Mackavey （1969）も述べ て

い る よ う に、「コ フ カ リング」 におい て は、従来

か らの
“
分割 の 有無に よ っ て もた らされ る 形態効

果
”

を越えて 、 TFと IFの間の 交互作用による 「対

比効果亅 が 、 強く作用 して い る こ とが示 されて い

る。さ らに、「分割効果」 に つ い て は、従来の 「分

割 に よる TFの 幅の効果 の抑制」 （Takahashi，　 et　al．，

1996）が 明らか で はなく、今回の研究で は、「TFをよ

り対比的に見 させ る効果1 が見出された。これは、

分割線によ っ て 2 分されたTFが、
“
そ れぞれ の IF

によ っ て よ り大きく影響を受ける こ と
”

か らも理

解 され得 る。

　 さ て 、黒 と 白の IFが、大き な TFの 中心 と周 囲 に

僅か に位 置す るだ けの パ タ
ー

ン （59／63＞に おい て

も、明瞭 な 「同化 j は、生じて い なか っ た 。 とく

に、「色およ び明 る さの 同化 ・対比」 に関す る 説

明を行 う前の 「知識な し 」 で は 、分割の 有無にか

かわ らず、「対比か ら同化 へ の 変化」 を示 した被

験者は 、一
人 もい なか っ た。しか し、「色お よび

明る さ の同化 ・対比」 に関する説明と、われわれ

の これまで の研究結果に つ いて の紹介を受けた後

で は、「対 比 か ら同化 へ の 変化」 を示 す被験者 が

生 じ て お り、平均値 も同化に転化 して い た。こ れ

は、「分割な し」の 刺激パ タ
ー

ンで 目立 っ て お り、

本大会で の著者らによる他の 報告で も述べ られて

い るよ うに 、 TFの 幅が極端 に広 い パ ターン にお け

る 「見 えの 明る さ」 の 微妙な判断 にお い て、『同

化 に も見える 』 との 知識が、 top−down的な影響 を

及ぼ したもの と思われ る 。
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図 2 コ フ カ リン グ・パ ターン （分 割あり・なし〉に 対する異なる観察
　　経験 に おける、TF の 幅の 増大 に 伴う明るさ錯視量の 変化
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